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議案 西風みなとラインの実証運行に伴う運行ルートの変更について 

 
西風みなとラインについては、平成 30 年 7 月より広島電鉄株式会社、広島バス株式会社

の 2 社共同で運行を開始し、以降、コロナ禍による運行回数の見直しやルート変更などを

重ねてきた。 

令和 6 年 10 月から、新規需要の獲得に向け、運行区間をアルパークで分割した結果、ア

ルパークを跨ぐ直通利用が減少し、「湾岸エリアから西風新都方面への移動軸を担う」とい

う当路線の運行目的を果たせていない状況となっているため、段階的に運行形態を変更し

ながら、買い物・通学・通勤といった様々な目的の移動需要を同一路線で担うことができ

る生活路線への発展を図るべく、ネットワーク強化によるニーズの把握を目的とした第 1

弾の実証運行として、運行ルートを変更する本事業計画案についてお諮りするものである。 

■ 協議事項の概要 

１．基本的な考え方 

・ 令和 6 年 10 月よりアルパークで分割していた運行区間を統合し、乗継を解消する。 

・ 港(島しょ部への航路と市内電車)、鉄道駅(JR 山陽線新井口駅・広電宮島線商工セン

ター入口駅)、軌道駅(アストラムライン広域公園前駅)を効率的に結び、湾岸エリア

から西風新都方面への移動軸を担うとともに、各モードの乗り継ぎを含む公共交通ネ

ットワークの強化を図る。 

・ 広島南道路（広島高速 3 号線高架下）を運行することとし、草津新町一丁目付近（LECT

前及びハローズ前）にバス停を新設するとともに、人口密度が高い観音、江波地区は

既設のバス停を活用することで、新たな移動需要の創出を図る。 

・ 現状に引き続き、航路のダイヤとの乗り継ぎ時間を考慮した運行ダイヤを設定する

ことで、公共交通ネットワークの強化を図る。 

２．事業計画案について 

 運行を予定している乗合旅客自動車運送の事業計画は以下のとおり。 

名称 西風みなとライン 

運行事業者 広島電鉄株式会社・広島バス株式会社 

運行路線・ 

運行日等 

・運行路線：p2 路線図及び乗降場所 参照 

・所要時間：広島港桟橋→市立大学前 69 分 

・所要時間：市立大学前→広島港桟橋 63 分 

・運行期間：令和 8 年 2 月 11 日（水・祝）から令和 9 年 2 月 7 日（日） 

・運行日：土日祝 

・運行時間：p3 時刻表 参照 

・停留所：広島港桟橋→市立大学前 23 か所 

・停留所：市立大学前→広島港桟橋 24 か所 

・運行回数：6 回/日 

使用車両 大型バス（乗車定員 70 人 ※運転手除く） 



- 2 - 

路線図及び乗降場所 

※「江波本町」「井口一丁目」は片側バス停のため、市立大学前方面のみ停車 

※「田方」「鈴が峰住宅西」「皿山公園下」は片側バス停のため、広島港桟橋方面のみ停車 
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 時刻表 
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■ 参考 

〇運賃について 

・ 大人運賃：西風みなとライン運賃（案）参照 

・ 小児運賃：大人運賃の半額（端数は 10 円単位へ切上）  

・ 障害者運賃：大人（小児）運賃の半額（端数は 10 円単位へ切上） 

・ 介護者運賃：大人運賃の半額（2 人まで）（端数は 10 円単位へ切上） 

※第 1 種身体・知的障害者、障害等級 1 級精神障害者または介護マーク有りのみ適用 

・ 運賃割引制度 

    モビリーデイズ割引：最大 10％割引（運賃額の端数は 10 円単位へ切上） 

ICOCA 割引：最大 10％割引（運賃額の端数は 10 円単位へ切上）  ※広島バスのみ 

・ 定期券の取り扱い 

広島シティパスは、広島港桟橋～観音三菱前間で利用可能 

広島シティパスワイドは、広島港桟橋～田方が丘団地間で利用可能 

 

西風みなとライン運賃（案） 
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〇新設バス停について 
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〇航路との接続について 

 

 


